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●
毎
週
水
曜
日
発
行

　
年
間
購
読
料 

4
6
8
0
円

お
申
し
込
み
は
N
O
S
A
I
広
島
へ

呉市で暮らす３姉弟。東影菜ノ葉ちゃん
（６）は負けず嫌いな性格。自転車を猛特訓

し、乗れるようになりました。ミカンが大好きな
双子の航平くん（３）と結葉ちゃん（３）。おじいちゃん

が作っているミカンを毎日４個も食べています。

表紙写真紹介
ひがしかげ

こうへい ゆづは

な の は

ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

特  

集 

第 号15
2018

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
…

広
島
県
警
防
犯
情
報

皆さまからの 投稿を募集しています！皆さまからの 投稿を募集しています！ 写真・絵手紙・俳句・短歌など、
お気軽にお寄せください。

〒732-0052
広島市東区光町一丁目２番23号
ＮＯＳＡＩ広島　ノーサイくん宛
※クイズの応募とは別でお願いします。

TEL.082-262-4711
総務部　企画情報課

●送付先

●お問い合わせ先

応募方法

投稿作品（原本）と投稿者の住所・氏名・年齢・連絡先・投稿作品
の説明などを記入いただいた用紙を同封の上、お寄せください。

注意事項
◎投稿は郵送に限ります。投稿サイズは、はがき～Ａ３判まで（写真はＬ

判のみ）とします。
◎投稿された写真・絵手紙等は返却できません。紙面等の都合に合わせ

て随時掲載していきます。
◎紙面作り以外の目的には使用いたしません。ただし、広報紙はホーム

ページでも掲載します。

収
入
保
険
制
度
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

制
度
を
詳
し
く
解
説

　
農
政
の
動
き
や
全
国
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

の
取
り
組
み
、
営
農
や
暮
ら
し
に
役
立

つ
情
報
を
週
刊
で
お
届
け
し
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
表
紙
モ
デ

ル
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
お
子
さ
ま
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

お
気
軽
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
本
所
ま
た

は
各
支
所
等
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

表
紙
モ
デ
ル
を

募
集
し
て
い
ま
す

●
バ
ッ
グ
や
財
布
を
車
内
に
置
か
な
い

　外
か
ら
見
え
る
と
こ
ろ
に
置
く
と
、
犯
人
に
狙

わ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
車
か
ら
降
り
る
と
き
は

車
内
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　自
転
車
な
ど
の
カ
ゴ
に
荷
物
を
置
い
た
ま
ま
に

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
少
し
の
間
で
も
確
実
に
ロ
ッ
ク
す
る

　遠
隔
操
作
で
鍵
を
か
け
ら
れ
る
場
合
で
も
、
過

信
せ
ず
に
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　窓
が
閉
ま
っ
て
い
る
か
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
宅
に
駐
車
し
て
い
て
も
油
断
し
な
い

　
貴
重
品
は
車
内
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　自
宅
車
庫
で
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
自
宅

で
も
油
断
せ
ず
、
確
実
に
ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

●
車
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
万
全
に

　窓
ガ
ラ
ス
を
破
ら
れ
た
ら
警
報
音
を
出
す
「
振

動
セ
ン
サ
ー
」
等
を
自
動
車
部
品
取
扱
店
な
ど
で

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
広
島
県
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　ご
覧
く
だ
さ
い
。

昨
年
か
ら
広
島
県
内
で
車
上
狙
い
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
狙
わ
れ
や
す
い
車
と
は

　・
鍵
の
か
か
っ
て
い
な
い
車

　・
冷
暖
房
を
つ
け
た
ま
ま
で
　

　
　エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
い
る
車

　・
人
気
の
な
い
駐
車
場
な
ど
に

　
　駐
車
し
て
い
る
車

　・
買
い
物
中
の
自
転
車
な
ど

●
狙
わ
れ
て
い
る
物
と
は

　現
金
、
バ
ッ
グ
、
財
布
、
カ
ー
ド
類
、
携
帯
電

話
な
ど

車
上
狙
い
に
ご
用
心
！

N
O
S
A
I
広
島

70
年
の
あ
ゆ
み

N
O
S
A
I
広
島

70
年
の
あ
ゆ
み
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昭和
22年

昭和
55年

平成
26年

1947年
（組合等数）

48年
331

50年
343

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の
変
遷

災
　
害

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
あ
れ
こ
れ

農
業
災
害
補
償
法
の
制
定
（
12
月
15
日
）

家
畜
共
済
義
務
加
入
制
・

建
物
共
済
を
実
施

82年
76

87年
27

広
域
組
合
合
併
が
始
ま
る

98年
4

広
域
組
合
合
併

14年

平成
29年

17年
1

広
島
県
農
業
共
済
組
合
が
発
足

６
月 

「
農
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」

　
　   

可
決
・
成
立

　
　
　  

（
法
律
名
「
農
業
災
害
補
償
法
」
か
ら
「
農
業
保
険
法
」
へ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
詳
細
は
5
ペ
ー
ジ
に
掲
載

７
月   

建
物
共
済
の
仕
組
み
改
善

12
月   

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
70
周
年

10年

建
物
共
済
の
見
直
し

2004年

農
業
生
産
の
実
態
に
即
し
た
合
理
的
な
補
償
の
実
施
な
ど

97年

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
50
周
年

57年
129118

農
作
物
共
済
一
筆
収
量
方
式
実
施
な
ど

79年80年

畑
作
物
共
済
・
園
芸
施
設
共
済
の
実
施

55年
248

家
畜
共
済
の
死
廃
・
病
傷
の

一
元
化
実
施
な
ど

市
町
村
合
併
に
伴
う
組
合
合
併
が
始
ま
る

73年
8978

果
樹
共
済
の
実
施
（
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
引
受
開
始
）

●
昭
和
22
年
　
水
稲

農
作
物
共
済
・
蚕
繭
共
済
（
平
成
11
年
畑
作
物
共
済
に
統
合
）
・

家
畜
共
済
の
実
施

市
町
村
の
行
政
区
域
を
超
え
た

合
併
の
推
進

広
島
県
西
部
・
南
部
・
東
部
・

北
部
の
4
組
合
体
制

広
域
組
合
合
併

全
て
の
組
合
等
が
市
町
村
の
区
域
を

超
え
た
広
域
組
合
等
と
な
っ
た

保
険
（
共
済
）
契
約
に
関
す
る
一
般
的
な

ル
ー
ル
を
定
め
た
「
保
険
法
」
の
施
行
に

よ
る
見
直
し

県
内
4
組
合
と
連
合
会
が
合
併

市
町
村
行
政
区
を
単
位
と
し
た

農
業
共
済
組
合
が
設
立

干
害
に
よ
る
大
き
な

被
害
が
発
生

（
支
払
共
済
金

２
１
０
２
万
円
）

●
昭
和
23
年 

「
農
業
共
済
」
創
刊

●
昭
和
24
年

　
旧
大
手
町
事
務
所
を
建
築

（
昭
和
27
年
か
ら
「
農
業
共
済
新
聞
」
と
し

て
発
行
）

●
昭
和
35
年

　
農
業
共
済
新
聞
「
広
島
版
」
発
行

●
昭
和
48
年

　
農
業
共
済
会
館
を
建
築

　
（
大
手
町
事
務
所
）

●
昭
和
62
年

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

　
理
念
が
決
定

●
平
成
４
年

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
マ
ス
コ
ッ
ト

　
「
ノ
ー
サ
イ
く
ん
」
が
誕
生

●
平
成
５
年

　
光
町
事
務
所
を
建
築

　
（
現
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の
本
所
・
広
島
支
所
）

●
平
成
９
年

　
50
周
年
記
念
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　
「
ま
っ
す
ぐ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
に
決
定

●
平
成
26
年

　
広
報
紙
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
」
を
創
刊

●
平
成
29
年

　
70
周
年
記
念
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　
「
備
え
の
種
を
ま
こ
う
。
」
に
決
定

ノ
ー
サ
イ
く
ん

ゆ
る
キ
ャ
ラ

グ
ラ
ン
プ
リ
に
出
場

●
昭
和
38
年
　
水
稲
・
麦

豪
雪
や
悪
天
候
に
よ
る
病
害
な
ど
に
よ
り
県

北
部
を
中
心
に
被
害
が
発
生

気
象
庁
が
「
昭
和
38
年
豪
雪
」
と
命
名

（
「
三
八
豪
雪
」
と
も
呼
ば
れ
た
）

●
昭
和
55
年
　
水
稲

異
常
低
温
や
長
雨
、

日
照
不
足
が
収
穫
期

ま
で
続
い
た
こ
と
に

よ
る
大
冷
害
に
よ

り
、
県
内
全
域
で
制

度
発
足
以
来
の
大
き

な
被
害
が
発
生

（
支
払
共
済
金
33
億

９
３
８
５
万
円
）

●
平
成
５
年
　
水
稲

全
国
的
な
大
冷
害
。

梅
雨
の
長
雨
と
相
次

ぐ
台
風
の
接
近
、
冷

害
・
病
害
に
よ
り
水

稲
の
被
害
が
発
生

（
支
払
共
済
金
13
億

２
６
９
０
万
円
）

●
平
成
13
年
　
建
物

芸
予
地
震
に
よ
る
被
害
が
発
生

●
平
成
16
年

日
本
列
島
に
10
個
の
台
風
が
襲
来

●
平
成
18
年

県
北
部
を
中
心
と

し
た
豪
雪
被
害
が

発
生
。
気
象
庁
が

「
平
成
18
年
豪

雪
」
と
命
名

●
平
成
22
年
７
月
（
庄
原
市
）

県
北
部
を
中
心
に

豪
雨
災
害

●
平
成
26
年
８
月
（
広
島
市
）

豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害

●
平
成
３
年
　
園
芸
施
設
・
果
樹
等

台
風
19
号
等
に
よ
る
被
害
が
発
生

平成18年豪雪平成22年豪雨災害
平成５年 冷夏による葉いもち

（作況指数86）

平成４年 実験事業として産業用無人
ヘリコプターを導入

平成９年
50周年記念の切手
を発行平成25年 合併予備契約調印式

昭和55年　作況指数84の大冷害

59年

農
機
具
共
済
の
実
施

平成
5年

93年
16

昭和20年～30年代　家畜診療
はオートバイで出動していた

家
畜
共
済
の
乳
牛
の
子
牛
お
よ
び
胎
児

の
共
済
目
的
へ
の
追
加
や
果
樹
共
済
の

樹
園
地
単
位
方
式
の
導
入
等

N
O
S
A
I
広
島 

70
年
の
あ
ゆ
み

N
O
S
A
I
広
島 

70
年
の
あ
ゆ
み

　
農
業
災
害
補
償
制
度
発
足
70
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
多
様
化
す
る
時
代
の
波
を
乗
り
越
え
て
き
た
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

広
島
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

特 集
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Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の
70
年
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
農

家
を
つ
な
ぐ
共
済
委
員
な
ど
の
多
く
の
方
に
支
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
役
を
長
年
務
め
て
こ
ら

れ
た
お
二
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
つ
な
ぐ
人

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
つ
な
ぐ
人

各種共済の詳しい内容は、今後発行される広報紙でお知らせしていきます。
ご不明な点がございましたら、NOSAI広島本所・各支所等までご連絡ください。

現行の内容 見直し内容
農作物共済の当然加入制農作物共済の当然加入制
●一定規模（25a）以上の耕作は当然加入する ●平成31年産から全て任意加入制に移行します

引受方式等の取扱い引受方式等の取扱い

①引受方式

●一筆方式(農作物共済、畑作物共済) ●平成33年産までで廃止します
　（大災害等の場合は1年または2年延長）

掛金の扱い掛金の扱い
●農業者一律の掛金率を設定する ●平成30年4月から全ての共済事業で

　組合員別危険段階掛金率を設定します

家畜共済家畜共済

●死廃事故と病傷事故をセットで補償する

●共済掛金期間開始時の資産価値で補償する

●初診料以外は一定の限度額まで全額補償する

●家畜の導入から２週間以内の事故は
　原則共済金の請求ができない

被害ほ場の全筆を評価員などが現地調査等を行って
損害評価する方式

※ただし、一部の共済で危険段階を設定している
　（集落等、農業者ごと） ※過去の共済金支払で算定した被害率の高低により

組合員ごとに段階別の掛金率を設定し、掛金負担
の公平性を確保します

●無事戻し ●平成30年度から廃止します
※組合ごとの判断で実施する ※組合員別危険段階掛金率を設定し、低(無)被害農

家の共済掛金率を適切に引き下げます

※農作物共済の半相殺方式等の引受方式に、一筆半
損特例を平成31年産から導入し、ほ場ごとに5割以
上の大きな被害を補償します

②補償割合

●畑作物共済は一筆方式7割、
　半相殺方式８割、全相殺方式９割
●果樹共済は方式により選択する

●引受方式ごとに複数の補償割合が新設され、
　選択肢が広がります

●果樹共済の特定危険方式および
　園芸施設共済の短期加入（被覆期間のみ）

●補償の総合化を図るため、廃止します

災害の種類や期間を選択して加入する方式

●死廃共済と病傷共済に分離し、両方もしく
は一方を選択します

　（平成31年１月加入分から）

●日々価値が増加する肥育牛等は、
　事故発生時の資産価値で補償します
　（平成31年１月加入分から）

●初診料を含めた診療費全体の１割が自己
　負担となります（平成32年１月加入分から）

●共済加入者間で取り引きされた家畜は共済
　金請求の対象とします
　（平成31年１月加入分から）

だ
く
こ
と
も
あ
り
、
本
当
に
あ
り
が
た

い
で
す
。

　
今
の
農
業
は
、
田
ん
ぼ
が
あ
る
か

ら
と
り
あ
え
ず
農
業
を
し
て
い
る
と

い
う
人
が
多
く
、
休
耕
田
な
ど
は
若

者
が
請
け
負
っ
て
米
を
作
っ
て
い
る

状
況
で
す
。
若
い
人
が
進
ん
で
農
業

を
や
っ
て
み
た
い
と
思
え
る
よ
う
な

政
策
が
あ
れ
ば
、
新
規
就
農
の
人
が

増
え
て
農
業
を
め
ぐ
る
情
勢
も
変

わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
若
い
世
代
や
高
齢
の
農
家
が

農
業
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
行
政

や
Ｊ
Ａ
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
で
す
。

中内 征夫さん （73）
なか うち ゆき お
広島市安芸区阿戸町

経歴

共済委員…25年

農業歴35年
（水稲35ａ、野菜4ａ）

　
私
が
共
済
委
員
に
な
っ
た
年
は
、
建

物
共
済
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
た
建

物
共
済
全
盛
期
で
し
た
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

の
職
員
と
一
緒
に
朝
か
ら
農
家
を
一
軒

一
軒
回
り
、
推
進
し
て
い
た
記
憶
が
鮮

明
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
私
の
知
る
限
り
阿
戸
地
区
で
は
大
き

な
災
害
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、
大
雨
で

川
が
危
険
水
位
に
達
し
て
も
氾
濫
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
長
年
共
済
委
員
を
務
め
て
い
ま
す

が
、
私
が
地
域
の
方
の
お
世
話
を
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
地
域
の
方
の

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
農
家
の
人
か
ら
気
に
掛
け
て
い
た

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
マ
ル
チ
を

張
り
、
農
機
具
も
だ
ん
だ
ん
と
良
い
物

に
な
っ
て
農
作
業
は
楽
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
過
疎
化
で
後
継
者
が
不

足
し
、
農
業
を
す
る
人
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
心
配
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
収
入
保
険
は
、
農

家
の
収
入
安
定
だ
け
で
な
く
、
収
入
を

上
げ
て
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
や
す
く
な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば

良
い
と
思
い
ま
す
。
工
夫
し
な
が
ら
農

業
を
し
て
い
る
農
家
や
小
規
模
農
家
を

大
事
に
し
、
農
家
を
支
え
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

東山 弘三さん （76）
ひがし やま こう そう
三次市山家町

経歴

損害評価会委員…37年
共済委員…24年
農業歴47年(水稲140ａ、
野菜40ａ、果樹２a）

　
役
を
務
め
始
め
た
昭
和
55
年
に
大
冷

害
が
あ
り
、
被
害
の
大
き
さ
に
驚
き
な

が
ら
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
職
員
と
損
害
評
価

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
私
の
い
る
河
内
地
区
は
イ
ノ
シ
シ
が

多
い
の
で
、
侵
入
防
止
柵
の
設
置
の
方

法
や
被
害
に
遭
わ
れ
た
農
家
に
被
害
申

告
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
最
近
は
イ

ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
増
え
、
シ
カ
も

出
没
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
獣
害

以
外
に
も
、
台
風
の
時
期
に
は
稲
が
い

つ
頃
か
ら
倒
れ
て
き
た
か
見
回
り
を

し
、
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

　
農
業
を
始
め
た
頃
は
草
取
り
に
苦
労

果樹共済の特定危険方式は平成33年産までで廃
止。園芸施設共済の短期加入は平成31年1月加入
から廃止し、未被覆期間も補償の対象とします（ ）

（平成31年1月以降の責任開始分から）

農業災害補償制度が改正されます
農業災害補償（農業共済）制度については、平成29年６月「農業災害補償法の一部を改正する法律案」が
可決・成立しました。平成30年4月1日から法律名が「農業保険法」に改称され、農家・組合員へのサービス
の向上と農業者の負担軽減の観点から、収入保険制度の導入と併せて以下の見直しが行われます。
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　前
回
は
収
入
保
険
制
度
の
補
て
ん
金
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
最
終
回
で
は
、
加
入
な
ど
手
続
き
の
流
れ
や
保
険
料
等
を
算
出

す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
、
前
回
に
引
き
続
き
皆
さ
ま
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

収入保険制度
加入・支払等手続きの流れ（個人の場合）

最終回
（全4回）

収入保険制度への加入には、青色申告が必須です。新たに始められる方は、毎年３月
15日までに管轄の税務署に「青色申告承認申請書」を提出しておく必要があります。
この申請を行えば、その年の所得から青色申告を行うことができます。また、新たに
事業を開始した場合には、その事業開始日から2ヶ月以内に提出してください。

青色申告実績が１年以上ある農家が、平成31年１月から加入する場合

Q.

A. 平成30年分の所得に係る青色申告は、個人の場合、平成31年2～3月
に申告することになるので、
平成31年秋から加入申請する
ことができるんだ。

しましょう！！
青色申告を

平成30年分の所得から青色申
告を始める場合、いつから収入
保険に加入できるの？

Q.

A. 収入保険の保険期間と農業共済の収穫期が重複する場合は、収入保険の保険期間開始
の際（個人の場合は12月末）に共済契約を
解除することになるんだ。この場合、①農
作物共済・畑作物共済・果樹共済は、共済
掛金を全額返金する。②家畜共済・園芸施
設共済（施設内作物に限る）は、未経過分
の共済掛金を返還する。③賦課金は、原則
として未経過分のみ返還する。となってい
るよ。農業共済の共済責任期間中に自然災
害等により被害を受けている場合は、農業
共済の事故発生通知を行っていれば、収入
保険でも同様の対応をとったものとして取
り扱われるよ。

農業共済から収入保険制度へ
移行する場合はどうなるの？ 

Q.

A. 青色申告の実績は、5年間の実績を基本としているけど、就農して間もない人
や白色申告から青色申告に切り替えた
人へ配慮して、加入申請時に1年分あれ
ば加入できるようにしてスタートする
んだ。ただし、保険方式の補償限度額
の上限を、1年分の実績では
70％、2年分で75％、3年分
で78％、4年分で80％と
段階的に引き上げる
ことになっているよ。

青色申告の実績が５年分な
い 場 合 に 、 補 償 限 度 額 を
徐々に引き上げるとなって
いるけど、具体的にはどの
ように扱われるの？

Q.

A. 納付する保険料と積立金は、既存の農業共済同様に、保険料は必要経費
または損金に算入し、積立金はナラ
シ対策と同様に預け金になるよ。

保険料、積立金の
税務上の取り扱いは？

これまで4回にわたり収入保険制度について解説してきました。NOSAIでは、引き続き
皆さまからのご相談・ご質問を受け付けています。お気軽にお問い合わせください。

加入申請
保険料・積立金

の納付
※分割支払も可

保険期間
※法人は事業年度の1年間

保険金・
特約補てん金の

請求・支払

10月～11月 1月～12月 確定申告後
（3月～6月）12月

平成31年 平成32年平成30年

Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ Ⅲ Ⅳ

加入申請
保険料・積立金の算定に必要な書類を提出します。

Ⅱ 保険料・積立金の納付

Ⅲ 保険期間

加入申請書、過去の収入金額申告書、農業経営に関する計画など
過去の税務申告書類の写し

提出書類

加入申請時に提出いただいた書類を基に、NOSAIで保険料・積立金を算定し、納付いただきます。
分割支払いも選択することができ、その場合の納付期限は８月末までとなります。（最大９回）

税の収入算定期間が保険期間となります。個人は1月～12月、法人は事業年度の1年間です。

Ⅳ 保険金・特約補てん金の請求・支払い
確定申告（青色申告）後に、保険期間の収入を報告し、保険金・特約補てん金を請求します。
審査後に、保険金・特約補てん金をお支払いします。

数量減少が見込まれるとき

気象災害などによる数量減少が見込まれるとき
は、事故発生の通知を行います。補てんの時に
１割の自己責任部分があることから、原則とし
て１割以上の収入減少が見込まれる事故の場合
に、通知をしてください。通知は、メールや電
話による連絡でも可能です。
※詳細などについては、普段作成する農作業日
誌・農産物の販売に関する帳簿に記帳し、いつ
でも確認ができるようにしておいてください。

作付品目を変更するとき

作付けする品目や面積などを変更するときは、作付け
してから1ヶ月以内に営農計画の変更申請を行います。

保険金・特約補てん金の支払いまでの
資金繰りが必要なとき

無利子のつなぎ融資を行いますので、気象災害など
により相当の数量減少が生じることが見込まれる場
合に、事故発生通知の際にお申し出ください。

※ただし、必要に応じて帳簿などの書類を提出していただく場合があります。

保険料等のシミュレーションをしてみませんか
●収入保険と類似制度（農業共済「NOSAI制度」、ナラシ対策、野菜価格安定対策）の保険料等のシミュレーションを
行うことができます。収入保険の保険料や補てん金の試算は、①簡易なシミュレーション（基準収入や当年収入の金
額を入力）、②過去の実績によるシミュレーション（過去の収入金額を入力）、③将来の予想によるシミュレーショ
ン（当年の農産物の営農計画を入力）、の３つの方法で試算することができます。
●収入保険の補てんの基準となる基準収入の算定シミュレーションをすることができます。
　NOSAI広島のホームページ（http://www.nosai-hiroshima.or.jp/）のトピックスからダウンロードしてください。
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平
成
29
年
産
水
稲
の

共
済
金
を
支
払
い
ま
し
た

水
稲
共
済
細
目
書

異
動
申
告
票
に
つ
い
て

春
に
向
け
て
の

獣
害
対
策

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
、

指
定
か
ん
き
つ
、ぶ
ど
う
、

な
し
の
共
済
金
を

支
払
い
ま
し
た

農
機
具
共
済
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
機
具
点
検
で

快
適
な
農
作
業
を

果
樹
共
済

2018  第15号

家
畜
の
異
動
連
絡
は

速
や
か
に

家
畜
共
済

平成28年産うんしゅうみかん
（災害収入共済方式） 10

5

7

2

1

25

896,169

256,030

1,222,221

427,810

476,700

3,278,930

平成29年産指定かんきつ
（半相殺減収総合一般方式）
平成29年産指定かんきつ

（災害収入共済方式）
平成29年産ぶどう

（半相殺減収総合一般方式）
平成29年産なし

（半相殺減収総合一般方式）

区　分 戸数（戸） 支払共済金（円）

合　計

果樹共済 共済金支払状況

戸数

筆数

面積

34,227

209,781

2,321,626.4

47,745,618

戸

筆

ａ

円

戸数

筆数

面積

1,404

3,725

38,623.8

119,166,439

4.1％

1.8％

1.7％

戸

筆

ａ

円

平成29年産 農作物共済（水稲）引受・支払状況

引受状況
①

支払状況 被害率
② ②÷①

×100

平成29年産
農作物共済（水稲）災害別被害面積割合

獣害
75.0％

風水害
17.2％

病害 3.7％

鳥害 1.4％干害 2.7％

被害面積
割合

組合員
負担掛金

支払
共済金

※
作
況
指
数
…
10
㌃
当
た
り
平
年
収
量
に
対
す
る

　10
㌃
当
た
り
予
想
収
量
の
比
率
で
す
。

平成29年産水稲の作柄表示地帯別10ａ当たり収量および作況指数
（農林水産省 中国四国農政局広島支局より平成29年12月5日発表）

◎作況指数
102～105　 

「やや良」

99～101
「平年並み」

広島県 北部
532㎏

（作況指数 102）
534㎏
作況指数

102

南部
536㎏

（作況指数 102）

　
申
請
の
あ
っ
た
8
4
2
件
に
つ
い

て
、
総
額
1
9
3
7
万
5
4
6
6
円
を

12
月
に
お
支
払
い
し
ま
し
た
。
対
象
組

合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
支
払
通
知
書
を

送
付
し
ま
し
た
。

農
作
物
共
済
加
入
者
対
象

損
害
防
止
事
業
助
成
金
を

支
払
い
ま
し
た （ ）

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業
を
適
正
に
運
営
す
る
た

め
、組
合
員
の
皆
さ
ま
に
、共
済
掛
金
等
を
口

座
振
替
で
納
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
は
、Ｊ
Ａ
・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
県
内
に
本
店
を
置
く
銀
行
な

ど
で
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

振
替
口
座
の
新
た
な
届
け
出
や
変
更
等
は

　
各
支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
被
害
申
告
を
さ
れ
た
県
内
４
８
８
９

筆
の
損
害
評
価
を
実
施
し
、
12
月
12
日

に
開
催
し
た
損
害
評
価
会
で
の
審
議
を

経
て
、
12
月
21
日
に
対
象
組
合
員
１
４

０
４
戸
に
共
済
金
１
億
１
９
１
６
万
６

４
３
９
円
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

　
本
年
産
の
水
稲
の
被
害
状
況
は
、
イ

ノ
シ
シ
、
シ
カ
に
よ
る
食
害
や
踏
み
倒

し
が
県
内
全
域
で
発
生
し
、
被
害
の

75
％
を
占
め
ま
し
た
。

　
台
風
３
号
や
梅
雨
の
長
雨
に
よ
り
北
部

地
域
で
土
砂
流
入
等
に
よ
る
被
害
が
発

生
。
９
月
以
降
の
豪
雨
や
強
風
で
県
内
全

域
に
倒
伏
し
た
ほ
場
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
部
地
域
で
、
い
も
ち
病
や

紋
枯
病
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

※
被
害
申
告
さ
れ
た
全
て
の
組
合
員
の

皆
さ
ま
へ
、

「
損
害
評
価

結
果
に
つ
い

て
」
を
通
知

し
ま
し
た
。

　
２
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
お
届
け
し

ま
す
「
平
成
30
年
産
　
水
稲
共
済
細
目

書
異
動
申
告
票
」
（
営
農
計
画
書
）
に

今
年
の
作
付
け
計
画
等
を
ご
記
入
の

上
、
期
限
ま
で
に
取
り
ま
と
め
先
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

　
提
出
後
に
水
稲
作
付
面
積
の
増
減
や

経
営
移
譲
に
よ
る
加
入
者
の
変
更
な
ど

が
あ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

事業のお知らせお問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。

農
作
物
共
済

　
主
な
被
害
と
し
て
、
う
ん
し
ゅ
う
み

か
ん
は
、
黒
点
病
の
発
生
お
よ
び
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
食
害
。
指
定
か
ん
き
つ

は
、
平
成
28
年
６
月
の
大
雨
に
よ
る
土

砂
災
害
。
ぶ
ど
う
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な

ど
に
よ
る
食
害
。
な
し
は
、
黒
斑
病
に

よ
る
裂
果
お
よ
び
落
果
で
し
た
。

　
昨
年
も
農
機
具
の
転
覆
や
横
転
な
ど

の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
も
に
備
え
て
、
農
機
具
の
損
害

を
補
償
す
る
農
機
具
共
済
へ
加
入
し
、

安
心
し
て
農
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
も
春
の
農
作
業
が
始
ま
り
ま

す
。
快
適
な
農
作
業
に
す
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
使
用
す
る
農
機
具
を
次
の
項
目

で
確
認
し
な
が
ら
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

●
ト
ラ
ク
タ
ー

　
□
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
は
適
正
か

　
□
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
は
適
量
か

　
□
耕
う
ん
爪
は
す
り
減
っ
て
い
な
い
か

（
す
り
減
っ
て
い
る
と
深
耕
で
き

ま
せ
ん
） 農

機
具
共
済

総
合
共
済
の
共
済
掛
金
は

補
償
金
額
１
０
０
万
円
当
た
り

４
５
０
０
円
で
す
。

　
家
畜
の
導
入
や
譲
渡
、
子
牛
の
出
生

な
ど
の
異
動
が
生
じ
た
と
き
、
放
牧
等

の
飼
養
場
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
速

や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
通
知
が
遅
れ
た
場
合
や
、
通
知
が
な

い
場
合
は
、
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
、
異
動
が
生

じ
た
牛
お
よ
び
死
亡
牛
の
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
□
耕
う
ん
爪
は
し
っ
か
り
装
着
さ
れ

て
い
る
か

●
田
植
機

　
□
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
は
適
量
か

　
□
植
え
付
け
部
を
駆
動
し
て
異
常
が

　
　
な
い
か

　
□
植
え
付
け
爪
は
磨
耗
し
て
い
な
い

か
（
磨
耗
し
て
い
る
と
、
欠
株
が

多
く
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
早
め
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
）

※
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や
か

　に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

イノシシによる食害・踏み
倒しの被害にあったほ場

　
知
ら
な
い
う
ち
に
餌
付
け
し
て
い

ま
せ
ん
か
？ 

野
生
動
物
の
餌
と
な
っ

て
し
ま
う
野
菜
く
ず
や
生
ご
み
な
ど

は
田
ん
ぼ
や
畑
に
放
置
せ
ず
、
す
き

込
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
収
穫
が
終
わ
っ
た
後
も
、

柵
を
撤
去
せ
ず
設
置
し
た
ま
ま
（
電

気
柵
は
、
通
電
し
た
ま
ま
）
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
雪
が
解
け
た
ら
柵
の
点
検
・
修
理

を
し
て
、
獣
害
対
策
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

し
ん
こ
う

け
っ
か
ぶ
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下
垣
内 
ア
イ
子
さ
ん
（
73
）

府
中
市
諸
毛
町

の
食
材
で

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

し
も
が
き
う
ち

　
標
高
が
高
く
、
寒
暖
差
の
大
き
い
諸
毛
町
で

は
、
太
く
て
柔
ら
か
く
、
香
り
が
い
い
「
諸
田
ご

ぼ
う
」
が
有
名
で
す
。

　
５
月
に
種
ま
き
、
夏
に
は
草
取
り
を
し
て
、
11
月

下
旬
か
ら
12
月
中
旬
ま
で
収
穫
。
取
れ
た
ゴ
ボ
ウ
は

毎
年
12
月
の
第
三
日
曜
日
に
諸
田
野
菜
生
産
組
合
が

開
催
す
る
「
諸
田
ご
ん
ぼ
う
祭
り
」
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
遠
方
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
い
の
で
、
私

も
ゴ
ボ
ウ
の
栽
培
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
夏
に
雨
が
多
か
っ
た
の
で
量
は
取
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
て
豊
作

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

❶ゴボウとニンジンは千切り、油揚げは、縦半分
に切り小口切りにする。ヒジキは、水で戻し2
㎝くらいのザク切りにする。

❷ゴマ油で油揚げを炒め、ゴボウ、ニンジンを炒
め、しんなりしたらヒジキを加えて炒める。

❸Ａの調味料を入れ、味をつける。
❹ ゴマは指先でつぶしながら加える。

旬

私
こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

「
お
祭
り
で
は
売
り
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
」

と
下
垣
内
さ
ん

　
小
さ
な
頃
か
ら
動
物
が
好
き
で
、
農
業

高
校
、
農
業
大
学
校
で
畜
産
を
学
び
、
神

石
高
原
町
の
牧
場
で
働
い
て
い
ま
す
。

　
今
は
約
15
頭
の
乳
牛
の
管
理
を
任
さ

れ
、
日
々
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

牛
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
が
違
い
、
難
し
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
大
好
き
な
動
物
と

触
れ
あ
え
る
の
が
最
高
で
す
。

　
休
日
は
自
宅
で
猫
と
の
ん
び
り
過
ご
し

癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
は
自
分
で
も
牛

を
飼
っ
て
み
た
い
な
。

山
本 

紗
栄
さ
ん
（
21
）

や
ま

も
と

さ

え神
石
高
原
町

き
ら
り

　
北
広
島
町
の
芸
北
地
区
で
リ
ン
ゴ
農
園
を
経

営
し
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
父
が
共
済
委
員
を
務
め
、
一
昨
年

か
ら
は
私
が
共
済
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
、

加
入
推
進
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
が
災
害

に
備
え
て
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

に
は
期
待
し
て
い

ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

認
知
症
を

予
防
し
よ
う

　
認
知
症
と
は
脳
の
機
能
が
低
下
し
、

記
憶
や
言
語
な
ど
の
認
知
機
能
が
低
下

し
て
、
日
常
生
活
が
困
難
に
な
る
状
態

を
い
い
ま
す
。

　
認
知
症
は
他
の
病
気
と
同
じ
よ
う
に

早
期
発
見
が
大
切
で
す
。
専
門
医
の
診

断
を
受
け
て
自
分
の
状
態
を
把
握
し
、

適
切
な
治
療
で
認
知
症
の
進
行
を
防
げ

ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
と
き

に
医
療
機
関
を
受
診
し
た
ら
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
大
事
に
し
た
い
の
が
「
い

つ
も
と
違
う
」
と
い
う
感
覚
で
す
。
こ

れ
ま
で
と
は
違
う
物
忘
れ
を
繰
り
返

す
、
上
手
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
難
し

く
な
っ
た
な
ど
、
本
人
や
家
族
が
お
か

し
い
と
感
じ
た
と
き
が
受
診
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
す
。
「
年
齢
の
せ
い
」
な
ど
と

考
え
て
放
置
す
る
と
、
認
知
機
能
の
低

下
が
さ
ら
に
進
行
し
、
物
忘
れ
が
多
い

こ
と
に
気
付
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
認
知
症
の
予
防
は
脳
細
胞
を
活
性
化

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
脳
を
刺
激
す

る
た
め
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
ま

し
ょ
う
。
例
え
ば
語
学
学
習
で
あ
れ

ば
、
「
見
る
・
聞
く
・
読
む
・
話
す
」

と
多
く
の
能
力
を
フ
ル
活
用
し
て
脳
を

刺
激
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
体
を
動
か

す
こ
と
で
も
脳
は
活
性
化
し
ま
す
。
街

歩
き
を
す
る
程
度
の
日
常
生
活
で
で
き

る
こ
と
で
O
K
。
週
に
３
日
以
上
は
意

識
し
て
体
を
動
か
す
時
間
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。
一
緒
に
行
う
仲
間
が
い
れ
ば

効
果
倍
増
で
す
。

　
ま
た
、
食
事
は
あ
ま
り
に
粗
食
す
ぎ

る
と
低
栄
養
に
よ
り
脳
や
体
全
体
に
悪

影
響
が
あ
り
ま
す
。
低
糖
質
で
高
た
ん

ぱ
く
、
高
ビ
タ
ミ
ン
、
高
不
飽
和
脂
肪

酸
を
心
掛
け
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
特

に
た
ん
ぱ
く
質
は
体
の
細
胞
の
修
復
の

た
め
に
不
可
欠
な
栄
養
素
で
す
。

　
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
な

ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
血
管
に
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
て
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、

認
知
症
の
リ
ス
ク
を
大
き
く
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
け

で
な
く
、
生
活
習
慣
病
を
悪
化
さ
せ
な

い
た
め
に
治
療
を
継
続
し
、
食
事
の
改

善
や
運
動
を
行
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

協
力
／
株
式
会
社 

社
会
保
険
研
究
所

北
広
島
町

岩
本 

晃
臣
さ
ん（
49
）

　
　 

恵
理
加
さ
ん

　
　 

勝
義
さ
ん

　
　 

公
子
さ
ん

い
わ

も
と

あ
き

お
み

え

り

か
つ

よ
し

か

妻
・

父
・

き
み

こ

母
・

ゴ
ボ
ウ
の

酢
き
ん
ぴ
ら

　
ゴ
ボ
ウ
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
北
部
原
産
。
平

安
時
代
に
中
国
か
ら
薬
草
と
し
て
渡
来
し
た
と
さ

れ
、
最
近
ま
で
ゴ
ボ
ウ
を
食
用
の
野
菜
と
し
て
い

る
の
は
日
本
と
韓
国
だ
け
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ゴ
ボ
ウ
の
旬
は
11
月
〜
２
月
で
、
長
根
種
と

短
根
種
が
あ
り
ま
す
。
全
国
的
に
生
産
量
が
多

い
の
は
長
根
種
（
70
㌢
〜
１
㍍
程
度
）
で
、
店

頭
に
は
長
根
種
の
代
表
品
種
で
あ
る
「
滝
野
川

ご
ぼ
う
」
の
系
統
が
多
く
流
通
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
地
域
な
ら
で
は
の
ゴ
ボ
ウ
が
多
く
生

産
さ
れ
て
お
り
、
４
月
〜
６
月
頃
に
出
回
る

「
新
ゴ
ボ
ウ
」
や
主
に
関
西
で
出
回
っ
て
い
る

「
葉
ご
ぼ
う
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

地
域
で
食
育
活
動
を

さ
れ
て
い
る

広
島
市
南
区
在
住

管
理
栄
養
士

田
中 

節
子 

先
生材料（２人分で、半分は常備菜に）

ゴボウ
ニンジン
ヒジキ（乾燥）
油揚げ
ゴマ油
　　砂糖
Ａ　醤油
　　酢
白ゴマ

150ｇ（１本）
50g（１／２本）

10ｇ
１枚

大さじ２
大さじ１
大さじ１
大さじ１
大さじ１

作り方

今
回
の
食
材

ゴ
ボ
ウ

調理時間

15 分

料理のポイント
★水にさらすと出る色は、ゴボウに含まれるポ

リフェノールです。水につけると、ポリフェ
ノールや皮にある旨味成分も抜け出てしまう
ので、水につけないようにしましょう。

★香りや旨味が抜けるので、皮は、むかずに
包丁の背やたわしでこそげ落とすようにし
ましょう。

豆

健
康

コ
ラ
ム

ま
め

も
ろ
け

も
ろ
た

　ゴ
ボ
ウ
の
食
物
繊
維

は
、不
溶
性
も
水
溶
性
も

豊
富
に
あ
り
、整
腸
作
用

や
便
秘
改
善
が
期
待
さ
れ

ま
す
。特
有
の
歯
応
え
が

あ
り
、固
い
食
感
に
よ
っ

て
噛
む
回
数
が
増
え
る
こ

と
で
、食
べ
過
ぎ
の
予
防

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
口
メ
モ

ゴ
ボ
ウ
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受
け
継
が
れ
る

高
品
質
の
バ
ラ

廿日市市

地域の話題地域の話題
　
「
う
っ
そ
う
と
し
て
い
た
竹
林
を
伐
採

し
竹
チ
ッ
プ
に
す
れ
ば
、
農
業
に
活
用
で

き
る
」
。
福
山
市
新
市
町
の
村
田
玉
樹
さ

ん
（
67
歳
、
水
稲
46
㌃
、
野
菜
20
㌃
）

は
、
竹
チ
ッ
プ
を
畑
の
マ
ル
チ
と
し
て
利

用
し
、
作
物
を
収
穫
後
に
そ
の
ま
ま
す
き

込
む
こ
と
で
、
堆
肥
と
し
て
土
作
り
に
生

か
し
て
い
ま
す
。

　
村
田
さ
ん
が
住
む
花
屋
地
区
で
は
、
竹

林
が
田
畑
に
徐
々
に
迫
り
、
そ
れ
に
伴
い

イ
ノ
シ
シ
の
行
動
範
囲
も
広
が
っ
て
農
作

物
へ
の
被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
し
た
。
仲

間
と
竹
林
整
備
を
行
う
村
田
さ
ん
は
、
３

年
前
に
共
同
で
木
材
粉
砕
機
を
購
入
。
伐

採
後
の
か
さ
ば
る
竹
を
大
幅
に
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
粉
砕
し
て
で
き
た
竹
チ
ッ
プ
を
時
々
切

り
返
し
な
が
ら
、
半
年
か
ら
１
年
弱
か
け

て
発
酵
さ
せ
ま
す
。
「
発
酵
さ
せ
た
竹

チ
ッ
プ
を
畑
の
表
面
に
広
げ
て
お
く
と
、

雑
草
よ
け
に
加
え
て
、
表
面
が
乾
き
に
く

い
の
で
土
が
硬
く
な
ら
ず
、
草
取
り
が
楽

に
で
き
る
」
と
利
便
性
を
話
し
ま
す
。

　
研
究
熱
心
な
村
田
さ
ん
は
、
本
や
仲
間

な
ど
か
ら
情
報
収
集
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
用

途
を
模
索
中
で
す
。
「
粉
砕
機
の
お
か
げ

で
地
域
が
す
っ
き
り
し
て
、
み
ん
な
満
足

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
情
報
交
換
し
な

が
ら
竹
チ
ッ
プ
の
活
用
を
進
め
た
い
」
と

意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

竹
を
有
効
活
用

竹チップで表面を覆ったワケギの畑。「畑にすき込むことで
土中のミミズが多くなった」と村田さん

粉砕し、発酵させて
いる竹チップ

福山市

む
ら

た
ま

た

き

　
廿
日
市
市
友
田
の
「
広
島
バ
ラ
園
」
で

は
、
２
０
０
０
種
類
近
く
の
バ
ラ
を
扱
っ

て
い
ま
す
。
バ
ラ
栽
培
に
携
わ
り
約
30
年

の
田
頭
恵
さ
ん
（
53
）
は
、
３
年
前
に
父
・

数
蔵
さ
ん
（
88
）
か
ら
経
営
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。
「
お
客
さ
ま
に
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
バ
ラ
を
作
り
続
け
た
い
」
と
品
質
を
第
一

に
年
間
６
０
０
０
株
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

珍
し
い
仕
立
て
、

多
品
種
が
強
み

　
広
島
バ
ラ
園
で
は
、
バ
ラ
の
繁
殖
育
成

や
育
種
、
苗
木
の
生
産
、
販
売
を
行
っ
て

い
ま
す
。
温
室
ハ
ウ
ス
６
棟
（
約
15
㌃
）

と
苗
畑
（
約
20
㌃
）
で
栽
培
す
る
バ
ラ

は
、
春
咲
き
か
ら
四
季
咲
き
ま
で
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。

　
中
で
も
、
２
㍍
の
高
さ
で
傘
の
よ
う
に
誘

引
す
る
ウ
ィ
ー
ピ
ン
グ
と
い
う
仕
立
て
方

は
、
垂
れ
る
よ
う
に
咲
き
、
花
壇
や
庭
園
に

立
体
的
な
装
飾
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

「
珍
し
い
仕
立
て
方
や
多
品
種
を
扱
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
県
外
か
ら
業
者
の
視
察

や
、
遠
方
か
ら
も
お
客
さ
ま
が
来
る
」
と
、

他
社
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
仕
立
て
方
で
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

品
質
を
最
優
先
に

　
戦
後
か
ら
バ
ラ
園
を
営
ん
で
き
た
数
蔵

さ
ん
は
、
世
界
で
も
有
名
な
育
種
家
。
経

営
は
恵
さ
ん
に
任
せ
て
い
ま
す
が
、
育
種

は
現
在
も
数
蔵
さ
ん
が
担
っ
て
い
ま
す
。

　
育
種
し
た
穂
木
は
、
恵
さ
ん
が
台
木
に

接
ぎ
木
し
、
苗
木
を
育
成
。
根
が
し
っ
か

り
張
り
、
太
く
頑
丈
な
木
に
花
が
た
く
さ

ん
咲
く
よ
う
手
を
掛
け
て
い
ま
す
。

　
農
薬
は
10
日
に
一
回
、
20
㌃
当
た
り
６

０
０
㍑
散
布
し
て

い
ま
す
。
「
農
薬

代
は
か
か
る
が
、

品
質
を
最
優
先

に
、
黒
点
病
や
う

ど
ん
こ
病
を
防
ぐ

た
め
に
は
手
を
抜

か
な
い
」
と
防
除

を
徹
底
し
て
い
ま

す
。

全
国
に
情
報
発
信
を

　
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
も
力

を
入
れ
、
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い
ま

す
。
販
売
ラ
ン
キ
ン
グ
を
日
々
更
新
し
て

売
れ
筋
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
若
い
世
代
に

も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

　
広
島
バ
ラ
園
の
技
術
指
導
な
ど
に
携

わ
っ
た
廿
日
市
市
役
所
の
農
業
指
導
員

は
、
「
数
蔵
さ
ん
の
代
か
ら
、
広
島
だ
け

で
は
な
く
全
国
の
バ
ラ
愛
好
家
か
ら
信
頼

が
厚
い
。
こ
れ
か
ら
も
バ
ラ
の
情
報
や
新

品
種
を
発
信
し
続
け
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
す
。

　
恵
さ
ん
は
「
規
模
拡
大
は
難
し
い
が
、

他
社
に
は
な
い
も
の
を
作
り
、
利
益
に
つ

な
げ
た
い
。
こ
れ
ま
で
通
り
高
品
質
の
バ

ラ
を
作
り
、
バ
ラ
園
を
守
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
す
。

「頑丈で良い苗木を育てることがモットー」と、高さ２㍍を超えるウィーピング
仕立てのバラと恵さん

2㍍のウィーピング仕立てのバラ「リヨン・ラン
ブラー」

た
が
し
ら
め
ぐ
む

か
ず
ぞ
う

　
４
年
前
に
三
次
市
布
野
町
に
移
り

住
み
、
一
昨
年
か
ら
白
ネ
ギ
や
セ
ロ

リ
な
ど
（
20
㌃
）
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
農
業
は
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
や
知

識
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
若
い
人
が
興
味
を
持
っ
て
や
っ

て
み
た
い
と
思
え
る
農
業
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
布
野
町
で
稲
作
を
営
ん
で
い
た
祖

父
が
亡
く
な
り
、
耕
作
が
行
わ
れ
ず

風
景
が
変
わ
っ
て
い
く
の
を
寂
し
く

思
い
、
町
内
で
の
就

農
を
決
意
し
ま
し

た
。
町
内
の
大
前
憲

三
さ
ん
（
84
歳
、
ハ

ウ
ス
12
棟
、
水
稲
約

３
㌶
）
の
農
園
で
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽

培
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
今
で
も
教
わ
り
な
が
ら
経
験
を

積
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
か
ら
大
前
さ
ん
の
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
を
受
け
継
ぐ
予
定
で
す
。
ま

た
、
そ
の
他
の
農
作
物
も
併
せ
て
周

年
栽
培
が
で
き
る
よ
う
、
法
人
化
も

視
野
に
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
大
前
さ
ん
も
後
継
者
を
探
さ
れ

て
い
た
の
で
、
基
盤
の
な
か
っ
た
私

に
と
っ
て
良
い
出
会
い
と
な
り
大
変

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
長
年
、
農
業
を
さ
れ
て
い
た
方
の

農
業
技
術
が
、
後
継
者
が
い
な
い
た

め
に
廃
れ
て
い
く
の
は
と
て
も
残
念

な
こ
と
で
す
。
次
の
世
代
に
農
業
が

受
け
継
が
れ
や
す
く
な
る
よ
う
、
私

が
モ
デ
ル
と
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

  

丸
山 

英
彰
さ
ん 

（
35
）

ま
る

ひ
で

あ
き

や
ま

三
次
市
布
野
町

地
域
農
業
の
バ
ト
ン
を

次
の
世
代
へ

「化学肥料、化学農薬に頼らず、安心安全な
野菜を作っています」と丸山さん



あきたかたのたからブランド認証品を詰め合わせた
「あきたかたのおたからセット」

正解者の中から抽選で30名様にプレゼント

今回のプレゼント

①冬でも食べたい○○○クリーム
②連続テレビ小説「カーネーション」やド

ラマ「はじめまして、愛しています。」で
主演を務め、CMでも人気の女優

③「大和」の読み
④眉と眉の間
⑥「印」を英語で
⑦イタリア語の歌のことをカン○○○○

という
⑨♪ウサギ追いし かの山
　この歌い出しで始まる童謡のタイトル
⑫節分には豆と○○○巻きが欠かせない
⑬NOSAIの建物共済は建物だけでな

く、○○○も補償できます
⑭動物が敵から身を守るため景色に溶

け込んだり、別の形態になったりする
こと

⑮平安時代に作られた古今○○集

①収入保険制度に加入するために、○○色申
告をしよう！

③手に持ち、水中で魚を捕るために使う漁具
（銛とは違い、ゴムが付いている）

⑤自分が思うようにすること
　「相手を○○○○に操る」
⑦行きつけのお店での代金をまた今度支払う
⑧iPhoneなどの携帯電話の通称
　（略してスマホともいう）
⑩構○○・改○○・建○○
　共通して入る言葉は？
⑪固形のカレーやシチューの素
⑫エコロジーの略
⑬寒い季節は何重にも服を着る
⑮故意の別の言い方
⑯山頂などから見下ろすと雲が一面に広がっ

ている自然現象
⑰婚約成立のしるしに品物などを送る
　○○納

タテのカギ ヨコのカギ

15 142018  第15号

もり

安芸高田市産の農産物を使った商品です。川根の柚
子を使用した「柚子ヴぁたーケーキ」（箱入り）と「三矢えびす茶」、和髙醸造の甘酒

「ほんまもん」（濃縮タイプ）、於手保のはったい粉をお届けします。

ＮＯＳＡＩキャラクターの「ノーサイくん」が、
地域ならではの見所などを訪ねて県内を散策。

今回は安芸高田市吉田町に行ってきました。

五
色
の
具
の
下
に
は

懐
か
し
い
味
わ
い
の

や
き
そ
ば
！

五
色
の
具
の
下
に
は

懐
か
し
い
味
わ
い
の

や
き
そ
ば
！

　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
○R
グ
ラ
ン
プ
リ
2
0
1
7
」
で
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ノ
ー
サ
イ
く
ん
」
を
応
援
し
て
く
だ
さ
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ノ
ー
サ
イ
く
ん
は
、
14
万
9
2
5
2
ポ
イ

ン
ト
を
獲
得
し
、
「
企
業
・
そ
の
他
部
門
」
で
第
９
位
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ま
の
た
く
さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ
で
入
賞
で
き
ま
し
た
。

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
へ
の
投
票

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
へ
の
投
票

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

皆
さ
ま
応
援
し
て
く
だ
さ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

郡
山
城
が
築
城
さ
れ
る
前

か
ら
あ
っ
て
、現
在
の
社
殿

は
元
禄
７（
1
6
9
4
）年

に
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
よ

郡
山
城
が
築
城
さ
れ
る
前

か
ら
あ
っ
て
、現
在
の
社
殿

は
元
禄
７（
1
6
9
4
）年

に
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
よ

PICK UP!PICK UP!
吉田町にはサンフレッチェ広島の練習
場があり、選手の練習風景を見学する
こともできます。

吉田
サッカー公園

KADO

清神社

歴史街道54
318

319
6

54

54

安芸高田
市役所

至三次

至広島市

→

→
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コ
ウ
ヨ
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安芸高田市吉田町 編

コ コ ン ト ウ ザ イ
　 タ 　 カ セ ッ ト
サ ツ マ イ モ 　 コ
ン 　 イ 　 ノ ダ
タ カ ノ メ 　 イ ヨ
　 シ ウ 　 ナ セ ル
ウ ズ ミ ゴ ハ ン

　
全
国
屈
指
の
「
神
楽
の
ま
ち
」
で
あ
る
安
芸

高
田
市
。
そ
の
神
楽
の
基
本
色
「
赤
、
黄
、
青

（
緑
）
、
白
、
黒
」
に
ち
な
ん
で
生
ま
れ
た
麺

料
理
が
「
神
楽
五
色
麺
」
で
す
。

　
平
成
25
年
か
ら
、
安
芸
高
田
市
の
食
材
を

使
っ
た
麺
料
理
を
参
加
店
舗
が
自
由
に
開
発

し
、
市
内
で
提
供
し
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
参
加
す
る
8
店
舗

そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
麺

料
理
が
楽
し
め
ま
す
。

　
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
で
は
、
神
楽
「
天
岩
戸
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
メ
ニ
ュ
ー
「
五
穀
豊
穣
や
き
そ
ば
」

（
五
色
）
、
「
ウ
ズ
メ
の
美
肌
白
湯
麺
」

（
白
）
、
「
天
照
の
太
陽
パ
ス
タ
」
（
黄
）
や

「
夜
叉
う
ど
ん
」
（
赤
）
を
堪
能
で
き
ま
す
。

　
創
業
34
年
、
和
洋
中
の
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
を

取
り
そ
ろ
え
、
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
店
内
は
、

心
地
よ
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
ま
す
。

安
芸
高
田
神
楽
グ
ル
メ

お食事と喫茶 KADO
安芸高田市吉田町桂37-1
TEL.0826-43-1519
営業時間／9時～21時　定休日／日曜日

清神社
安芸高田市吉田町吉田477  TEL.0826-42-0123

千年杉

五穀豊穣焼きそば
700円（税込み）

神
楽
五
色
麺

か
ぐ
ら

ご

し
き
め
ん

　
郡
山
の
麓
に
あ
る
清
神
社
に
は
、
祭

神
で
あ
る
素
戔
嗚
尊
が
安
芸
国
の
可

愛
之
川
（
江
の
川
）
の
上
流
で
八
岐

大
蛇
を
退
治
し
た
と
の
伝
説
が
あ
り

ま
す
。
神
社
名
は
、
退
治
後
に
素
戔

嗚
尊
が
「
吾
が
心
清
清
し
」
と
発
し

た
と
い
う
日
本
書
紀
の
故
事
に
ち
な

ん
で
い
ま
す
。

　
神
代
か
ら
の
ご
鎮
座
と
伝
え
ら
れ
、

戦
国
時
代
に
は
毛
利
氏
の
戦
勝
の
祈
願

所
と
し
て
崇
敬
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
必
勝
祈
願
所

と
し
て
も
有
名
で
す
。

　
年
末
に
は
吉
田
神
楽
団
に
よ
る
年
越

し
神
楽
が
境
内
で
行
わ
れ
、
５
月
５
日

の
例
祭
（
市
入
り
祭
）
で
は
子
供
歌
舞

伎
な
ど
の
祭
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毛
利
氏
ゆ
か
り
の
勝
負
の
神
様

清
神
社

す
が

樹齢約1000年のご神木の大杉が
本殿前に５本そびえ立っている

吉田サッカー公園
安芸高田市吉田町西浦187-1
TEL.0826-42-1600
開園日／月曜日～土曜日・祝日9時～21時
 日曜日9時～17時
休園日／毎週水曜日（祝日の場合は翌日）
 12月29日～1月3日

す
さ
の
お
の
み
こ
と

や
ま
た
の

お
ろ
ち

す
が

あ
ま
の
い
わ
と

す
が

ク
イ
ズ
の
応
募
に
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
た
よ
り

は
が
き
に
答
え
を
書
い
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

おもて うら

732－0052

広
島
市
東
区
光
町

一
丁
目
２
番
23
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

●
締
め
切
り

（
当
日
の
消
印
有
効
）

平
成
30
年

5
月
7
日（
月
）

※

当
選
者
の
発
表
は
、景
品
の

発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※

ご
意
見
・
ご
感
想
を
紙
面
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※

は
が
き
の
内
容
は
、景
品
の

発
送
と
紙
面
作
り
以
外
の

目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
4
3
0
通

の
は
が
き
の
中
か
ら
厳
正
な
抽

選
を
行
い
、30
名
の
方
に
景
品
を

お
届
け
し
ま
し
た
。

62
円

応
募
方
法

・クイズの答え
・郵便番号
・住所
・お名前
・年齢
・電話番号
・広報紙へのご意見
  ご感想など

前
回
の
答
え

●
三
次
市
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
カ
ー
プ

の
活
躍
と
豊
作
を
願
う
気
持
ち

を
感
じ
ま
し
た
。

大
竹
市
　
Ｙ
さ
ん（
70
）

●
カ
ボ
チ
ャ
の
焼
酎
が
気
に
な
り

ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
カ
ボ
チ
ャ

味
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
か
が

や
き
農
業
の
蜂
蜜
は
さ
ぞ
か
し

う
ま
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

呉
市
豊
浜
町
　
Ｋ
さ
ん（
80
）

●
子
供
の
頃
、
秋
祭
り
に
な
る
と

母
が
父
の
実
家
か
ら
届
い
た
マ

ツ
タ
ケ
を
入
れ
た
汁
物
に
ご
は

ん
や
具
を
入
れ
て
、
少
し
声
を

ひ
そ
め
て
「
こ
れ
が
う
ず
み
だ

よ
」
と
言
っ
て
食
べ
さ
せ
て
く

れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

お
店
で
食
べ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
一
度
は
い
た
だ
い
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

府
中
市
土
生
町
　
Ｍ
さ
ん（
62
）

●
オ
レ
オ
レ
詐
欺
が
い
ろ
ん
な
方
面

に
啓
発
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本

紙
面
で
も
取
り
上
げ
る
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
し
っ
か

り
お
願
い
し
ま
す
。
私
も
か
か

り
か
け
ま
し
た
の
で
。

福
山
市
芦
田
町
　
Ｕ
さ
ん（
78
）

●
近
年
の
異
常
気
象
、
い
つ
災
害

に
巻
き
込
ま
れ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
建
物
共
済
の
補
償
拡
大

は
心
強
く
思
い
ま
す
。

三
次
市
向
江
田
町
　
Ｍ
さ
ん（
64
）
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●
毎
週
水
曜
日
発
行

　
年
間
購
読
料 

4
6
8
0
円

お
申
し
込
み
は
N
O
S
A
I
広
島
へ

呉市で暮らす３姉弟。東影菜ノ葉ちゃん
（６）は負けず嫌いな性格。自転車を猛特訓

し、乗れるようになりました。ミカンが大好きな
双子の航平くん（３）と結葉ちゃん（３）。おじいちゃん

が作っているミカンを毎日４個も食べています。

表紙写真紹介
ひがしかげ

こうへい ゆづは

な の は

ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

特  

集 

第 号15
2018

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
…

広
島
県
警
防
犯
情
報

皆さまからの 投稿を募集しています！皆さまからの 投稿を募集しています！ 写真・絵手紙・俳句・短歌など、
お気軽にお寄せください。

〒732-0052
広島市東区光町一丁目２番23号
ＮＯＳＡＩ広島　ノーサイくん宛
※クイズの応募とは別でお願いします。

TEL.082-262-4711
総務部　企画情報課

●送付先

●お問い合わせ先

応募方法

投稿作品（原本）と投稿者の住所・氏名・年齢・連絡先・投稿作品
の説明などを記入いただいた用紙を同封の上、お寄せください。

注意事項
◎投稿は郵送に限ります。投稿サイズは、はがき～Ａ３判まで（写真はＬ

判のみ）とします。
◎投稿された写真・絵手紙等は返却できません。紙面等の都合に合わせ

て随時掲載していきます。
◎紙面作り以外の目的には使用いたしません。ただし、広報紙はホーム

ページでも掲載します。

収
入
保
険
制
度
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

制
度
を
詳
し
く
解
説

　
農
政
の
動
き
や
全
国
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

の
取
り
組
み
、
営
農
や
暮
ら
し
に
役
立

つ
情
報
を
週
刊
で
お
届
け
し
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
表
紙
モ
デ

ル
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
お
子
さ
ま
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

お
気
軽
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
本
所
ま
た

は
各
支
所
等
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

表
紙
モ
デ
ル
を

募
集
し
て
い
ま
す

●
バ
ッ
グ
や
財
布
を
車
内
に
置
か
な
い

　外
か
ら
見
え
る
と
こ
ろ
に
置
く
と
、
犯
人
に
狙

わ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
車
か
ら
降
り
る
と
き
は

車
内
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　自
転
車
な
ど
の
カ
ゴ
に
荷
物
を
置
い
た
ま
ま
に

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
少
し
の
間
で
も
確
実
に
ロ
ッ
ク
す
る

　遠
隔
操
作
で
鍵
を
か
け
ら
れ
る
場
合
で
も
、
過

信
せ
ず
に
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　窓
が
閉
ま
っ
て
い
る
か
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
宅
に
駐
車
し
て
い
て
も
油
断
し
な
い

　
貴
重
品
は
車
内
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　自
宅
車
庫
で
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
自
宅

で
も
油
断
せ
ず
、
確
実
に
ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

●
車
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
万
全
に

　窓
ガ
ラ
ス
を
破
ら
れ
た
ら
警
報
音
を
出
す
「
振

動
セ
ン
サ
ー
」
等
を
自
動
車
部
品
取
扱
店
な
ど
で

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
広
島
県
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　ご
覧
く
だ
さ
い
。

昨
年
か
ら
広
島
県
内
で
車
上
狙
い
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
狙
わ
れ
や
す
い
車
と
は

　・
鍵
の
か
か
っ
て
い
な
い
車

　・
冷
暖
房
を
つ
け
た
ま
ま
で
　

　
　エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
い
る
車

　・
人
気
の
な
い
駐
車
場
な
ど
に

　
　駐
車
し
て
い
る
車

　・
買
い
物
中
の
自
転
車
な
ど

●
狙
わ
れ
て
い
る
物
と
は

　現
金
、
バ
ッ
グ
、
財
布
、
カ
ー
ド
類
、
携
帯
電

話
な
ど

車
上
狙
い
に
ご
用
心
！

N
O
S
A
I
広
島

70
年
の
あ
ゆ
み

N
O
S
A
I
広
島

70
年
の
あ
ゆ
み


